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研究成果の概要（和文）： 
里子の家族観の検討から、自立を意識する時期は愛着対象や安全基地の喪失を想起することか
ら、不安を高めやすいことが明らかとなった。同時にこの時期は自己の問い直しが起こり、家
族認識の再構築が行われる一方で、新たな関係性の構築や修復が難しい場合には、措置変更に
つながる可能性も高まることも示唆された。里子支援では、ピアグループへの参加が、相対的、
客観的に自分自身を捉える視点を得るという点で効果的であった。特に里子会スタッフとの交
流は現実感を伴った自立後のロールモデルとして機能し、自立への不安を緩和することが明ら
かとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：Foster children seem to feel fear when they recognize the leaving 
a foster family because the experience evokes the loss of attachment figure and secure 
base. At the same time it is possible that they identify with themselves as foster children 
and create the new relationships between foster families. On the other hand, it is likely 
that children leave foster families before 18years old when they could not go through 
the experience. A peer group for children is effective to give them a relative and 
objective view of themselves. The experiences that children meet the staffs who have left 
foster families show them the role model in future and ease the anxiety of leaving a foster 
family.   
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１．研究開始当初の背景 
 
集団養育による施設養育にくらべ、安定した
家庭の中で継続した養育者のもと、個別のケ
アを受けることができる里親養育は、虐待や
遺棄などさまざまな問題から実親との生活
が困難になった子どもたちにとって非常に
有益なものである。しかしながら、わが国で
はこうした社会的養護を必要とする子ども
たちにとって安定した家庭での生活が必要
であるという認識が薄く、要保護児童の９
０％以上が依然として集団による施設養育
をうけており、里親家庭で生活する子ども達
への援助も、また心理学的な研究も全く行わ
れてこなかったのが現状である。 
 こうした状況に国際的な批判も強く近年
里親養育推進する状況が生まれているが、長
期間施設養育を受けていた子どもが突然、里
親家庭で生活することがどのような意味を
もたらすのかについてはほとんど専門的な
知見が得られていない状況がある。そもそも、
わが国ではこうした里親制度に関しての専
門性が構築されていないことから、里親家庭
委託後に生じる問題を安易に子ども側、ある
いは里親側に帰結し、里親不調という結果を
招くことが少なくない。 
そこで本研究では里親家庭に委託される子
どもがもつ家庭認識含めて、里親家庭で暮ら
す子どもの里親家族への認識と、子ども達が
必要とする支援ニーズについて明らかにす
ることで、今後の里親養育の推進と、里子支
援のモデルの構築を行うことを目的とする。 
 
２．研究の目的 
本研究では（１）里親家庭での関係構築に
大きな影響を与えると考えられる子どもの
家族認識と、（２）子どもたちが望む里子支
援のモデルについて検討することを目的と
する。 
家族認識については、里親家庭に委託さ

れる以前の児童養護施設で暮らす子どもた
ちも含め、里親家庭に委託される社会的養
護の子どもたちが抱く家族認識やその内容、
またそうした認識を得るにいたった心理的
プロセスについて検討する。 
里子支援モデルについては、直接的な里

子支援となる里子のピアグループを開催す
るなかで、里子の抱く支援ニーズとピアサ
ポートの有効性について検討を行う。特に
里親家庭で 18 歳の措置解除を迎えるまで
に子ども達がどのような葛藤を抱き、また
どのような支援を求めているのかについて
詳細に検討し、欧米での里親支援を概観し
ながら、わが国独自の里子支援のモデルに
ついて検討していくこととする。 
 
３．研究の方法 

研究１：里子の持つ家族観についての検討： 

＜予備調査＞ 

里親家庭や児童養護施設で生活する子ども 

たちに家族観や自己認識を中心とした半構 

造化面接を行い、親子観、家族観、自己認識 

について検討し、本調査における面接の質問 

項目を抽出した。 

【時期】予備調査 2008 年 4 月～6月 

本調査 2008 年 8 月～2009 年 5 月 

【調査対象者】里親養育を受けている、また 

は現在受けている 15 歳以上の子ども 10 名 

【方法】半構造化面接 

予備調査で得られた内容から、社会的養護の

元にいる子どもの家族観、親子観に関す認識

について検討した。また同時に里子の持つ対

人関係の特徴や自己の確立などについても

検討した。 

【里親家庭で暮らす子どもへの面接調査】 

家族認識や里親家庭での生活について、それ

ぞれの個別のケース検討を行った。また 18

歳以上の元里子には、自立に向けての不安や

葛藤、当時もっていた支援ニーズについて尋

ねた。 里親委託前に施設での養育を受けて

いた子どもたちについては、それぞれの状況

の違いからどのような変化がもたらされる

のかについて検討した。 

 

研究２：里子支援プログラムの開発： 

Ⅰ里子ピアサポートでの参与観察： 

各里親会イベントや、里子会と共同で、里

子や元里子のための交流会を開催した。その

際に、里子たちの支援ニーズについて意見を

求めると同時に、里子によるピアサポート支

援の有効性について検討をおこなった。予備

調査として社会的養護を経験した子どもの

ための当事者団体への参与観察や意見交換

を行った。 

【時期】2008 年 7 月 2回・2009 年 2 月 1 回、

計 3回、里子ピアグループを開催した。7月

の 1回は関東地域の里親大会の会場の 1室を

借りて実施とした。 

＊里子による当事者団体への参与観察を、

2008 年 4 月～2009 年 5月に行った。子ども

たちの抱えやすい問題の把握や、ピアグルー

プにおける子どもたちの要望についても助

言を受けた。 
【参加者】 
全体の参加者の合計 41 名（男子 21 名、女子
20 名）。平均年齢 18.8 歳（12 歳～31 歳）平
均里親委託年齢 7歳（0歳～17 歳） 
【方法】里子会、里親会などの協力を経て、
チラシを送付し参加を募った。また当日の交
通費は事前に申請があった場合には全額支
給という形で、里子、里親家庭への負担を減



 

らすことに配慮した。スタッフの人数と立地
の問題から、会場の状況によって参加者は中
学以上の会と高校生以上の会を２パターン
で募集を行った。 
【グループの事前準備】ファシリテーターに
は里子会のスタッフとして、筆者による里子
サポートグループに参加したことのある 18
歳以上のメンバー3 名に依頼した。事前にル
ールの説明、ファシリテートの仕方、当日の
テーマについて話し合う機会を 2回ほどもっ
た。 
 【グループの実施】 
１グループは５～６人とし、自己紹介を含め
たウォーミングアップゲームを行った後、ピ
アグループでのルールの確認をそれぞれの
グループ内で行った。また当日話し合うテー
マの提示後、１人５分程度という持ち時間を
伝え話し合いを開始した。 

グループは男女のグループ別、男女混合の
年齢別で均等に分けた２タイプのグループ
構成で実施した。後半のグループ開始時には、
前半と同様の話し合い導入の手続きが行わ
れた。 

グループ終了後には、無記名のアンケート

を実施した。 

 

Ⅱ・支援モデルの構築： 

（１）海外での里子支援プログラムの視察と

して、アイルランドのユニバーシティ・カレ

ッジ・オブ・ダブリン（UCD）で行われたＩ

ＦＣＯ（International foster care 

organization）の国際シンポジウム（2009 年

7 月 12～17 日）に出席し、同時に子どもプロ

グラムに参加している里子への聞き取り調

査や視察を通して里子支援のモデルを検討

した。 

（２）アメリカでの里親関連団体と里子支援

の現状を視察するために、シアトルで児童福

祉関連施設の視察と意見交換を行った。

（2008 年 8月 11 日～18 日） 
 社会的養護の子どもたちについての裁判
所や治療施設の訪問などを行った。Ryther 
Child Center（薬物治療を中心とした児童養
護施設）では、子どもの成育歴や問題に専門
的な治療を中心としたケアについて、Cocoon  
House（ホームレスとなった子どものシェル
ター）では、ティーンエイジャーへのケア内
容について、施設の見学と専門スタッフとの
意見交換を行った。HUBHOUSE（里親家庭のネ
ットワーク化）では、里親養育の強化につい
て実際のハブファミリーとして認定された
里親と、それを支援する団体スタッフとの意
見交換と視察を行った。 
欧米諸国における里子支援を視察したう

えで、我が国の里子支援モデルの構築に必要
な内容の比較検討を行った。 

４．研究成果 
 
研究１：里子の持つ家族観についての検討 
（１）里親家庭への移行の検討では、幼少期
に乳児院で養育体験をうけた子どもの語り
が 2 タイプに分類された。1 つは以前の養育
者である保育士へ強く喪失感や怒りを感じ、
それを適切に表現することが出来ていた群
と、里親委託を新しい生活場所としての環境
変化としてとらえており、養育者の喪失より
も交代として認識している群の 2タイプであ
った。養育者の喪失としてとらえたグループ
では、喪失のプロセスを経てのち、里親を新
たな養育者として自己の中に機能させてお
り、単に交代と捉えるのではなく、以前の養
育者との間の喪失を体験していることが特
徴であった。 
（２）里子である現実に直面する時期に相談
者として支援者が機能する事や、孤立感が深
まる時期に自己の状況を客観的に理解する
ことを可能にさせる他者の存在は、里親のみ
でなく、周囲の支援者や友人の存在なども大
きな役割を担っていたことが明らかとなっ
た。 
（３）里親委託直後だけでなく自立が近づく
10 代後半も里親家庭や里親家族についての
認識に変化がみられていた。特に自立は里子
に喪失の再体験を引き起こしていた。同時に
喪失の再体験は、強い不安を喚起させ、愛着
対象や安全基地への再確認が行われる機会
を与えていた。里親側は里子の不安や孤独感
を抱えるコンテイナーとしての能力を求め
られていた。こうしたプロセスから家族認識
における関係性を強める場合と、直面してい
なかった新たな問題がより強く認識される
ことで関係の構築や修復が困難になる場合
がみられた。その場合には外的な要因に問題
が焦点化されやすく、一時的、また長期的な
措置変更につながる可能性が強いことも示
唆された。 
 
研究２：里子支援プログラムの開発： 

Ⅰ里子ピアグループについての検討 
 
（１）予備調査から、子どもたちの話したい
テーマに違いが大きいこと、ティーンエイジ
ャーという年代の特徴から、ピアプレッシャ
ーが強く、周りの状況や話しの流れで、本質
的な問題を話すことが難しいと感じる子ど
もたちがいることがあきらかになった。そこ
で、それぞれのニーズを含めた話し合いのテ
ーマの内容を、「実際の里親家庭での日々の
出来事(お小遣い、ルール)」から、「生みの
親」、「里親への気持ち」、「里子である自分自
身について」、「友達への説明の仕方」、「自分
自身の里子という状況の理解」、「乳児院・養
護施設について」、また「今回参加しようと



 

した目的」、「自分の話したいこと（自由に）」
などを中心とした 12 項目を作成した。それ
ぞれが話をする際に番号で示されたそのテ
ーマを選んで話しはじめることで、参加者が
話をする際のプレッシャーを減らすように
努めた。 
 
（２）アンケートは、5件法による 10 項目の
質問内容とした。「今回のイベントに参加し
てよかったか」では、「良かった」と回答し
たものが全体の 37 名（90％）であり「あま
り当てはまらない・当てはまらない」は 1名
（２％）であった。 

今回の結果を得た理由には、「同じ境遇の
子どもたちと話す機会がない」、「先輩の話を
聞きたい」、といった里子同士の話しあいの
場を求める項目に「当てはまる」と回答した
ものが過半数を超えていたいことも関連し
ていると思われた。 
 
（３）里親家庭で暮らす子どもたちは、普段
の生活で自分の悩みをじっくりと話をする
機会がないと感じており、そのために 18 歳
以降の措置解除後の自立ヘのプランや自己
像を持ちづらく、孤立感などの不安を抱えや
すい傾向が示唆された。同じ境遇を体験して
いる里子同士のピアサポート孤独感を減ら
すことに効果があった。 

しかし、自立を直前に控えた 10 代後半の
里子と、里子である自分に向かい合いはじめ
た 10 代前半の里子では本質的な話の内容に
違いがみられていた。 
 
（４）里子のためのピアグループを開催する
ためには、事前の状況設定とファシリテータ
ーの役割の重要性が大きいことが示唆され
た。今回の調査ではファシリテーターが１８
歳以上で里子の抱えやすい問題をすでに経
験している者、また聞いたことがあるもので
あり、また里子会スタッフとして、悩みを抱
える里子達に対しサポーティブな姿勢を心
得ている参加者であったことがグループの
満足度に大きな影響を与えたと考えられた。 
 
（５）発達課題の影響から、権威的な対象と
してとらわれやすい大人よりも、里子の状況
をよく理解した里子のファシリテーターを
準備することはグループの満足度を高める
と推測された。 
里子同士で日頃の不安や心配などについて
も言語化するという性質から、付き添いも含
めた里親の入室を断り、グループの最中は里
子だけの空間を尊重した。自分の気持ちを自
由に表現する空間を確保することが重要で
あった。 
Ⅱ支援モデルの構築 
 

（１）ＩＦＣＯ国際シンポジウムでは、社会
的養護を体験した子どもたちが自分たちの
気持ちや求めている支援について自ら語る
という時間が、里親や支援者向けの大人のシ
ンジウムの際に用意されていた。 
また里親や支援者のためのプログラムが

行われているのと同時並行で、子どもたちの
ためのプログラムが行われているという特
徴があり、特にティーンエイジャーから 30
歳までの子どもたちには自分たちの意見や
社会に対しての要望などを掘り下げ、エンパ
ワメントするという目的で先輩の里子達が
自らリーダーとなったシンポジウムが行わ
れた。 
わが国でも子どものプログラムが並行で

行われていることがあるが、基本的に小学生
以下の子どもたちのエクスカーションを目
的としたもので、里親が大会に参加している
間に子どもたちへ保育を提供するという視
点でのプログラムにすぎない。またこれは小
さな子どもを持っている里親のみの支援と
なっており、年齢の高い子どもたちを育てて
いる里親の支援にはなっていなかった。本来、
最も里子への支援が必要になるはずである
思春期以降に支援が確立していない現状を
示している。 
本研究において 7月のピアグループを里親

大会の開催中に実施し、その際には里親と一
緒に会場まで来ることができ、里親も大会に
参加できるため、最も多くの里子の参加があ
った。アンケートでも子どもたちの会がある
のなら、里親の大会にまた参加したいという
回答が出ていたという事実から、定期的な里
子のための支援の場として、現在の里親大会
などを活用することが、今後の里子支援の充
実を促し、次世代のリーダーとして活躍する
里子の養成などにもつながっていくと考え
られた。 
 
（２）シアトルの児童福祉施設の視察では、 
高度な専門的治療やネットワークの充実と
いう点での意見交換と視察を行った。 
わが国でも子どもの問題が深刻な場合に

は集中的に治療を受けられる高度な治療施
設が必要と考えられる。 
社会への適応が難しいティーンエイジャー
に対しての受け皿と、治療へ結びつけるスキ
ル、またそうした子どもたちを受けいれる里
親たちのメンタルヘルスの向上も含めた支
援にも大きな重点を置くことが長期にわた
り里子支援を支えるものとなることが示唆
された。 
 
【全体考察】 
研究１里子の家族観の検討では、里子(元里
子)10 名に対して半構造化面接を行った。そ
の結果、18 歳での措置解除での自立が近づく



 

時期は、愛着対象や安全基地の喪失を想起す
ることから、里子の中に孤独感や不安感が高
まりやすく、またこの時期は里子である自分
自身の存在への問い直しが起こり、里親家庭
についての認識や里親家族との関係性の再
構築が行われることが明らかになった。特に
アイデンティティの確立と重なる時期であ
る事から自分自身の生い立ちについての適
切な理解を得ることが重要であった。生みの
親への思いが高まる一方で、里親家庭が最終
的な居場所であると認識したものは、里親家
族への強い一体感とともに里子である自己
の存在を受け入れることが可能となってい
た。しかしながら、新たな関係性の構築や移
行が難しかった場合には、一時的なあるいは
最終的な措置変更につながる可能性も同時
に高まることが示唆された。自己の生い立ち
に向き合うためには、安全基地として機能す
る里親家庭や信頼できる支援者からのサポ
ートが重要であり、里親は里子の不安や混乱
を受け止め包容する(コンテイナー)機能が
求められた。研究２効果的な里子支援の検討
では、里子会スタッフの協力を得て 3回の里
子ピアグループを開催した。その結果、同年
代の里子との交流が、相対的、客観的に自分
自身を捉える視点を与えるものとして効果
的であることが示唆された。またグループで
は、それぞれの生い立ちや、自立への不安な
どを扱うために、ファシリテーターによる適
切なグループセッティングが不可欠であっ
た。   
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